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は
じ
め
に

　

平
成
二
九
年
十
一
月
五
日
の
早
朝
、
雨
期
が
終
わ
り
、
カ
ラ
ッ
と
晴
れ
わ
た
っ
た
、
タ
イ
・
プ
ー
ケ
ッ
ト
島
の
カ
マ
ラ
ビ
ー
チ
で
私
は

瞑
想
す
る
ひ
と
り
の
若
い
女
性
を
見
か
け
ま
し
た
。
イ
ン
ド
洋
大
津
波
犠
牲
者
十
三
周
年
法
要
に
出
席
し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
静
か
な

波
う
ち
ぎ
わ
で
は
、
新
婚
旅
行
に
来
た
と
思
わ
れ
る
男
女
が
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
に
興
じ
、
そ
の
二
人
の
姿
を
見
る
か
の
よ
う
に
女
性
は
瞑
想

を
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
は
日
本
の
人
々
の
間
に
も
静
か
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
二
月
十
七
日
、
立
正
大
学
石
橋
湛
山
記
念
講
堂
で
公
開
講
座
「
現
代
社
会
を
生
き
る
た
め
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
は
一
般
市
民
で
溢
れ
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
に
対
す
る
人
々
の
関
心
の
高
さ
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
司
会
を
さ

れ
て
い
た
の
が
、
本
日
の
基
調
講
演
者
の
ひ
と
り
、
田
中
輝
美
先
生
で
す
。

　

さ
て
現
代
宗
教
研
究
所
が
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
と
関
わ
り
を
も
っ
た
の
は
、
蓑
輪
顕
量
先
生
の
存
在
に
よ
り
ま
す
。
私
が
先
生
の

瞑
想
実
修
に
参
加
し
た
の
は
、
平
成
二
八
年
十
二
月
の
東
京
大
学
仏
教
青
年
会
会
館
、
そ
し
て
平
成
二
九
年
六
月
に
香
川
県
高
松
市
で
開

第
五
十
一
回
中
央
教
化
研
究
会
議

　
基
調
報
告

自
己
を
問
う

　
　
　─
近
世
仏
教
者
の
生
き
方
に
学
ぶ
─

三

　
原

　
正

　
資
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催
さ
れ
た
中
四
国
教
化
研
究
会
議
の
席
の
二
回
で
し
た
。

　

こ
の
場
合
の
瞑
想
と
は
サ
マ
タ
と
ヴ
ィ
パ
ッ
サ
ナ
ー
、
す
な
わ
ち
止
と
観
で
す
。
瞑
想
は
何
よ
り
も
体
験
を
重
ね
る
こ
と
が
大
事
と
い

う
先
生
の
ご
教
示
に
し
た
が
い
、「
坐
る
瞑
想
」
と
「
歩
く
瞑
想
」
を
、
そ
れ
以
来
、
常
日
頃
の
勤
行
と
合
わ
せ
て
、
私
は
実
修
す
る
よ

う
心
が
け
ま
し
た
。

　

本
年
五
月
に
は
、
蓑
輪
先
生
と
共
に
研
究
所
に
来
ら
れ
た
タ
イ
・
ス
カ
ト
ー
寺
副
住
職
プ
ラ
ユ
キ
・
ナ
ラ
テ
ボ
ー
師
か
ら
、
池
上
・
覺

源
院
を
会
場
に
瞑
想
の
解
説
と
実
修
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に
習
っ
た
、「
十
四
の
動
き
で
構
成
さ
れ
る
ヨ
ッ
ク
ム
ー
・
サ

ー
ン
チ
ャ
ン
ワ
瞑
想
」（
手
動
瞑
想
）
は
こ
れ
ま
で
の
瞑
想
の
概
念
に
は
な
い
興
味
深
い
も
の
で
す
。
そ
れ
は
法
要
の
所
作
や
、
毎
朝
、

私
は
お
抹
茶
を
一
服
い
た
だ
い
て
宗
務
院
へ
参
り
ま
す
が
、
茶
道
の
所
作
に
通
じ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

日
蓮
聖
人
は
『
乙
御
前
母
御
書
』
に

　

�　

伝
教
大
師
は
二
千
里
を
す
ぎ
て
止
観
を
な
ら
い
（
定
遺
七
五
五
頁
）

　

と
教
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
瞑
想
は
私
た
ち
日
本
の
仏
教
と
文
化
の
根
底
に
あ
る
も
の
で
し
ょ
う
。

観
心
と
口
唱

　

宗
祖
は
『
観
心
本
尊
抄
』
に
、

　

�　

一
念
三
千
を
識
ら
ざ
る
者
に
は
仏
大
慈
悲
を
起
こ
し
、
五
字
の
内
に
此
珠
を
裹
み
末
代
幼
稚
の
頸
に
懸
け
さ
し
め
た
も
う
。（
定
遺

七
二
〇
頁
）
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と
お
示
し
で
す
。

　

一
念
三
千
と
妙
法
五
字
、
す
な
わ
ち
観
心
と
口
唱
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
、『
十
章
鈔
』（
定
遺
四
八
九
〜
四
九
〇
頁
）、

『
立
正
観
抄
』（
定
遺
八
五
一
頁
）、『
四
信
五
品
鈔
』（
定
遺
一
二
九
八
頁
）
等
に
言
及
さ
れ
、『
報
恩
抄
』
に
は
「
一
同
に
他
事
を
す
て
て

南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
ふ
べ
し
」（
定
遺
一
二
四
八
頁
）
と
教
示
さ
れ
、
観
心
と
口
唱
と
の
関
係
に
つ
い
て
当
時
か
ら
深
い
関
心
の
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

執
行
海
秀
先
生
の
『
日
蓮
宗
教
学
史
』（
平
楽
寺
書
店　

一
九
五
二
）
に
よ
り
ま
す
と
、
そ
れ
か
ら
三
〇
〇
年
後
、
江
戸
時
代
に
入
る

と
、
こ
の
問
題
に
は
深
い
関
心
が
は
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
い
戦
乱
が
終
息
し
、
統
一
政
権
の
も
と
で
平
和
が
到
来
し
た
社
会
の
中
で
、
深
草
元
政
（
一
六
二
三
─
一
六
六
八
）
は

　

�　

吾
れ
高
祖
師
を
師
と
す
と
雖
も
、
そ
の
心
を
師
と
し
て
そ
の
跡
を
師
と
せ
ず
。
此
意
人
の
知
る
こ
と
少ま
れ

な
り
、
相
視
て
眼
悉
く
白
し
。

（『
深
草
元
政
『
草
山
集
』
を
読
む
─
近
世
初
期
学
僧
の
こ
と
ば
と
心
』
一
五
九
頁　

徳
上
人
に
会
ふ
）

　

と
述
べ
、
こ
の
立
場
か
ら
戒
・
定
・
恵
の
三
学
を
実
践
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
宗
祖
が
『
四
信
五
品
鈔
』
に
教
示
さ
れ
た
。

　

�　

問
う　

末
法
に
入
て
初
心
の
行
者
必
ず
円
の
三
学
を
具
す
る
や
い
な
や
。
答
て
曰
く
（
略
）
五
品
の
初
二
三
品
に
は
仏
正
し
く
戒
定

の
二
法
を
制
止
し
て
一
向
に
慧
の
一
分
に
限
る
。
慧
又
堪
え
ざ
れ
ば
信
を
以
て
慧
に
代
う
。
信
の
一
字
を
詮
と
為
す
。（
定
遺
一
二
九

六
頁
）

　

と
い
う
お
考
え
と
は
ち
が
う
も
の
で
す
。
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こ
の
時
代
に
脱
宗
者
真
迢
（
一
五
九
六
─
一
六
五
九
）
は
『
禁
断
日
蓮
義
』
で
本
宗
を
批
判
し
て
い
ま
し
た
。
彼
は
妙
蓮
寺
の
貫
首
だ

っ
た
の
で
す
が
天
台
宗
に
変
わ
り
、「
唱
題
無
観　

観
心
成
仏
」
を
主
張
し
ま
し
た
。

　

今
年
五
月
末
に
、
当
研
究
所
の
所
長
を
さ
れ
た
中
濃
教
篤
師
が
住
職
を
さ
れ
た
谷
中
・
領
玄
寺
を
訪
ね
ま
し
た
。
用
事
を
終
え
て
中
濃

教
純
住
職
か
ら
境
内
に
あ
る
中
濃
教
篤
師
の
お
墓
に
案
内
さ
れ
る
と
、
近
く
に
遠
沾
日
亨
（
一
六
四
六
─
一
七
二
一
）
の
墓
が
あ
り
、
山

門
の
前
に
あ
る
日
亨
染
筆
の
題
目
塔
に
は
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　

明
本
一
切
経
安
置

　

首
題　
　

日
亨　

花
押

　
　
　

常
題
目
不
断
唱

　

常
に
題
目
を
不
断
に
唱
え
よ
、
と
示
し
た
遠
沾
日
亨
は
、
修
行
に
観
心
悟
道
と
唱
題
成
仏
の
二
種
類
が
あ
る
の
は
誤
り
で

　

�　

当
家
の
正
行
と
は
、
自
行
・
化
他
倶
に
口
唱
の
一
行
の
み

　

と
考
え
て
い
ま
し
た
。
と
と
も
に
「
口
唱
一
行
」
を
強
調
し
た
日
亨
が
明
本
一
切
経
を
安
置
し
、
広
い
知
識
を
も
っ
て
い
た
こ
と
も
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

　

江
戸
時
代
中
期
に
は
、『
祖
書
綱
要
』
を
著
わ
し
た
一
妙
日
導
（
一
七
二
四
─
一
七
八
九
）
が
現
れ
ま
す
。
執
行
先
生
の
『
日
蓮
宗
教

学
史
』
は
、
日
導
の
教
学
が
当
時
の
日
蓮
宗
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
ま
す
。
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自己を問う（三原）

　
�　

綱
要
に
於
け
る
か
ゝ
る
観
心
主
義
の
強
調
は
、
当
時
の
学
界
に
大
な
る
波
瀾
を
起
し
、
信
仰
上
に
於
け
る
安
心
の
問
題
と
し
て
、
都

鄙
に
甲
論
乙
駁
の
是
非
、
騒
然
た
る
も
の
が
あ
っ
た
。

本
妙
日
臨
の
生
き
方

　

こ
の
よ
う
に
、
日
蓮
宗
の
信
仰
が
熱
く
江
戸
の
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
状
況
の
中
に
生
ま
れ
た
の
が
本
妙
日
臨
（
一
七
九
三
─

一
八
二
三
）
で
す
。
日
臨
は
若
い
と
き
に
、
知
人
か
ら
『
祖
書
綱
要
刪
略
』
を
借
り
て
、
こ
れ
を
愛
読
し
た
た
め
に
そ
の
本
が
汚
れ
、
そ

の
た
め
に
知
人
の
不
興
を
か
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
示
す
よ
う
に
日
臨
の
教
学
は
一
妙

日
導
の
教
学
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

日
臨
は
江
戸
青
山
に
生
ま
れ
、
一
九
歳
で
出
家
し
、
飯
高
檀
林
に
入
り
ま
す
。
し
か
し
檀
林
の
学
風
に
あ
き
た
ら
ず
、
一
切
経
拝
読
を

発
願
し
、
身
延
山
へ
参
拝
し
ま
す
。
そ
の
後
、
京
都
深
草
瑞
光
寺
で
学
問
に
励
み
、
再
び
身
延
山
に
行
き
、
波
木
井
山
中
に
醒
悟
園
本
妙

庵
を
結
び
、
修
行
と
学
問
に
励
み
ま
す
。
水
戸
へ
招
か
れ
ま
す
が
、
ま
も
な
く
遷
化
、
三
一
歳
で
し
た
。

　

か
つ
て
、
私
が
本
妙
庵
へ
行
っ
た
と
き
、
心
に
今
で
も
残
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
禅
定
窟
と
机
で
す
。
禅
定
窟
は
直
径
一
・
八

メ
ー
ト
ル
、
深
さ
三
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
石
を
組
ん
で
作
ら
れ
、
そ
の
中
で
日
臨
は
止
観
を
修
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
本
妙
庵
内
に
あ
る
Ｕ

字
形
に
く
ら
れ
た
机
は
、
日
臨
は
そ
の
中
に
身
体
を
入
れ
て
書
物
を
読
み
、
横
臥
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
宗
務
院
よ
り
教
師
一
人
一
人
に
あ
て
て
「
布
教
方
針　

合
掌　

能
化
と
し
て
の
自
覚
」
が
送
ら
れ
ま
し
た
が
、
私
た
ち
が
能

化
と
し
て
の
自
己
を
形
成
す
る
た
め
に
、
本
妙
日
臨
の
純
粋
に
行
学
に
精
進
す
る
姿
は
良
い
手
本
に
な
る
で
し
ょ
う
。
で
は
、
日
臨
は
何

を
目
的
と
し
て
行
学
に
勤
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

日
臨
は
自
己
を
見
つ
め
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
す
。
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�　

無
始
劫
来
三
界
に
流
転
し
て
、
今
に
た
へ
ず
珍
し
か
ら
ぬ
境
界
な
り
、
い
か
に
し
て
も
今
度
は
三
界
の
き
つ
な
を
切
る
べ
し
と
存
候
、

只
今
廿
五
年
苦
楽
の
夢
の
中
を
む
な
し
く
過
来
り
申
候
、（『
本
妙
日
臨
律
師
全
集
』〈
以
下
『
臨
全
』〉
二
一
四
頁
）

　

こ
の
よ
う
に
現
世
を
相
対
化
し
、
否
定
す
る
精
神
は
、
私
た
ち
は
自
己
の
こ
と
と
し
て
理
解
し
、
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う

か
。
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
ま
す
。

　

�　

随
分
妄
想
界
を
ば
本
気
に
て
御
通
り
肝
要
に
候
、
よ
き
も
あ
し
き
も
五
百
塵
点
劫
来
の
ふ
る
巣
に
候
へ
は
唯
実
有
と
執
し
て
ば
か
さ

れ
行
事
に
候
、（『
臨
全
』
一
九
五
頁
）

　

現
世
を
「
妄
想
界
」
と
否
定
す
る
人
が
、
わ
ず
か
二
〇
〇
年
前
、
し
か
も
文
化
・
文
政
と
い
う
江
戸
文
化
が
華
開
い
た
近
代
の
入
り
口

に
生
き
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
驚
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
精
神
は
、
そ
の
後
宮
沢
賢
治
な
ど
、
わ
ず
か
の
人
々
に
見
ら
れ
ま
す
。
現
代
の

私
た
ち
僧
侶
の
中
に
、
果
た
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　

で
は
、
日
臨
が
仏
道
に
入
っ
た
目
的
と
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
本
宗
の
大
事
な
教
義
─
三
大
秘
法
─
に
よ
せ
て
、
彼
は
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　

�　

要
を
以
て
こ
れ
を
言
は
ば
、
行
住
坐
臥
語
黙
作
々
の
中
に
、
身
は
是
れ
本
尊
、
心
は
即
ち
妙
法
、
居
は
只
戒
壇
な
り
と
観
ず
る
の
み
。

（『
臨
全
』
二
二
頁
）

　

こ
こ
で
、
日
臨
は
毎
日
生
活
す
る
他
な
ら
ぬ
こ
の
自
己
が
仏
で
あ
る
と
「
観
」
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
の
境
界
に
達
す
る
こ
と
が
彼
の
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自己を問う（三原）

目
的
で
し
た
。
こ
こ
で
「
観
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。
日
臨
は
次
の
よ
う
に
記
し
ま
す
。

　

�　

当
家
の
行
者
も
能
々
止
観
を
読
む
可
き
な
り
、
一
に
は
他
家
に
対
す
る
に
力
強
し
、
二
に
は
自
行
に
助
あ
り
、
高
祖
も
佐
渡
書
に
は

止
観
法
華
経
を
さ
ら
す
と
も
、
四
條
書
に
は
止
観
を
読
て
祈
祷
に
そ
な
ふ
と
も
遊
ば
せ
り
。（『
臨
全
』
四
二
頁
）

　

�　

能
妄
念
を
制
し
て
起
さ
ず
、
起
る
も
の
を
は
三
観
を
以
て
能
く
観
破
す
る
也
、（
略
）
又
止
観
の
五
は
は
な
さ
れ
ぬ
も
の
に
て
候
。

（『
臨
全
』
一
九
〇
頁
）

　

こ
れ
ら
の
文
章
の
な
か
に
、
日
臨
が
自
己
を
調
え
て
、
自
己
を
仏
身
、
あ
る
い
は
仏
心
と
し
て
観
る
た
め
に
、
そ
の
方
法
と
し
て
止
観

を
修
し
て
い
た
こ
と
を
看
て
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

日
臨
の
修
し
た
止
観
は
、
深
草
元
政
の
唱
題
正
行
・
三
学
分
修
の
流
れ
を
く
む
も
の
で
あ
り
、

　

�　

即
身
成
仏
の
要
路
、
但
だ
吾
家
に
在
り
、
所
詮
学
は
根
源
を
究
む
べ
し
、
根
源
を
究
む
る
に
、
只
本
化
の
玉
章
と
す
、
謹
で
思
ふ
に
、

祖
書
は
末
法
の
妙
経
な
り
。（『
臨
全
』
一
五
二
頁
）

　

と
い
う
一
妙
日
導
の
本
化
別
頭
の
教
学
の
流
れ
を
享
け
る
も
の
で
す
。
そ
こ
で
日
臨
の
信
仰
は
次
の
一
言
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

�　

御
書
に
曰
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
計
り
と
な
へ
て
仏
に
な
る
べ
き
事
尤
大
切
也
。（『
臨
全
』
一
八
三
頁
）

02-01　三原氏.indd   13 2019/04/03   8:36



現代宗教研究　第53号（2019.3）　　14

　

し
か
し
な
が
ら
、
同
時
に
止
観
の
修
行
者
と
し
て
の
面
目
が
次
の
一
節
に
示
さ
れ
、
い
わ
ば
、
信
仰
が
日
々
の
修
行
に
よ
っ
て
裏
打
ち

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

�　

妙
法
を
唱
ふ
る
法
は
わ
が
唱
ふ
る
音
声
が
、
一
々
わ
が
耳
に
き
こ
ゆ
る
や
う
に
す
べ
し
、
一
へ
ん
も
聞
そ
こ
な
い
た
る
は
懈
怠
と
し

る
べ
し
、
譬
え
ば
美
膳
の
舌
う
ち
し
て
味
あ
じ
わ
ひ

を
知
る
が
如
し
と
思
し
召
べ
し
。（『
臨
全
』
二
二
四
頁
）

　

私
は
日
常
の
勤
行
の
折
、
日
臨
の
「
一
へ
ん
も
聞
き
そ
こ
な
い
た
る
は
懈
怠
と
し
る
べ
し
」
の
教
え
に
及
ば
な
い
こ
と
を
体
験
し
な
が

ら
「
観
」
の
む
ず
か
し
さ
を
知
り
、
そ
の
た
び
に
「
わ
が
唱
ふ
る
音
声
が
、
一
々
わ
が
耳
に
き
こ
ゆ
る
や
う
」
に
、
我
に
か
え
っ
て
、
唱

題
・
読
経
に
勤
め
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
私
は
、
現
在
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
は
、
日
臨
の
修
行
し
た
止
観
に
通
じ
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

日
臨
は
述
べ
て
い
ま
す
。

　

�　

此
凡
夫
之
心
と
思
て
お
る
も
の
は
無
明
妄
想
之
こ
り
か
た
ま
る
も
の
に
て
真
の
心
に
て
は
無
之
候
、
ま
こ
と
之
心
は
一
心
に
唱
題
す

る
時
顕
る
ゝ
も
の
に
て
候
、
妙
法
こ
そ
本
心
に
て
候
也
、
此
妙
法
は
生
も
な
く
死
も
な
く
常
住
不
滅
之
仏
心
に
て
候
、（『
臨
全
』
二
三

〇
頁
）

　

日
臨
の
こ
と
ば
は
驚
く
よ
う
な
真
実
を
伝
え
て
い
ま
す
。「
無
明
妄
想
之
こ
り
か
た
ま
る
」
私
た
ち
に
よ
っ
て
経
験
さ
れ
る
こ
の
世
界

と
「
生
も
な
く
死
も
な
く
常
住
不
滅
之
仏
心
」
で
あ
る
世
界
と
が
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
つ
で
あ
り
、
し
か
も
異
な
る
の
で

す
が
、「
一
心
に
唱
題
す
る
時
」
に
私
た
ち
は
そ
の
こ
と
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
日
臨
は
言
っ
て
い
ま
す
。
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自己を問う（三原）

　

日
臨
の
時
代
は
、
現
代
と
比
べ
る
と
人
々
に
と
っ
て
死
が
身
近
な
時
代
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
は
、
現
代
で
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
人
生
八
〇
年
、
い
や
一
〇
〇
年
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
実
は
「
多
死
社
会
」
を
迎
え
、
多
く
の
人
々
が
、

ひ
と
り
で
孤
独
の
う
ち
に
死
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
自
身
も
そ
の
う
ち
の
一
人
で
す
。

　

長
妻
昭
氏
（
衆
議
院
議
員
）
も
、『
死
を
見
つ
め
る
心
』（
岸
本
秀
夫
、
講
談
社
文
庫
）
を
紹
介
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　

�　

高
齢
化
の
進
展
で
日
本
は
こ
れ
か
ら
、
四
〇
〇
〇
人
超
の
人
が
毎
日
亡
く
な
る
「
多
死
社
会
」
と
な
る
。
一
方
で
今
の
日
本
は
死
が

隔
離
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
で
一
番
、
死
が
身
近
で
は
な
い
状
態
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
死
の
恐
怖
の
あ
ま
り
、
患
者
さ
ん
が
適
切
な
治
療

を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
り
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
る
。
あ
ま
り
表
に
出
て
い
な
い
が
、
大
き
な
問
題
だ
。（
毎
日
新
聞　

平
成
三

〇
年
六
月
二
六
日
〈
蔵
書
拝
見
〉）

　

八
月
末
に
埼
玉
県
高
應
寺
（
酒
井
菜
法
住
職
）
の
が
ん
・
カ
フ
ェ
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
患
者
の
方
々
が
、
酒
井
住
職
の
指
導
に

よ
る
瞑
想
と
訪
問
看
護
ス
テ
ー
ジ
ョ
ン
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
し
た
話
し
合
い
を
共
有
し
て
い
る
姿
に
、
希
望
を
見
ま
し
た
。

　
「
死
が
隔
離
さ
れ
」
て
、
そ
の
あ
げ
く
「
死
の
恐
怖
」
の
中
で
過
ご
す
人
生
を
迎
え
な
い
た
め
に
も
、「
生
も
な
く
死
も
」
な
い
自
己
を

見
つ
め
た
日
臨
に
、
学
ぶ
こ
と
は
多
い
で
し
ょ
う
。

近
代
精
神
と
の
格
闘

─
日
輝
の
信
仰

─

　

優
陀
那
日
輝
（
一
八
〇
〇
─
一
八
五
九
）
の
生
き
た
一
九
世
紀
の
日
本
は
、
ど
の
よ
う
な
時
代
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
歴
史
家
の
磯

田
道
史
氏
は
『
日
本
史
の
内
幕
』（
中
公
新
書　

二
〇
一
七
）
の
中
に
、
そ
の
こ
と
を
物
語
る
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
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�　

江
戸
時
代
は
、
権
力
者
に
武
力
が
集
中
し
て
い
る
だ
け
で
、
富
や
知
識
の
面
は
格
差
が
す
く
な
く
、
ひ
ろ
く
庶
民
ま
で
ゆ
き
わ
た
っ

て
い
た
社
会
で
あ
っ
た
。

　

�　

一
八
一
一
年
、
ロ
シ
ア
海
軍
士
官
の
ゴ
ロ
ー
ニ
ン
が
北
海
道
（
蝦
夷
地
）
で
測
量
中
に
つ
か
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ゴ
ロ
ー
ニ
ン
は

抑
留
中
に
日
本
人
の
知
識
に
驚
く
。
牢
番
の
足
軽
が
、
茶
碗
を
ひ
っ
く
り
か
え
し
て
地
球
儀
に
み
た
て
「
お
ま
え
は
、
こ
こ
か
ら
き
て
、

い
ま
こ
の
あ
た
り
に
い
る
」
と
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
位
置
と
、
日
本
の
箱
館
の
位
置
を
説
明
し
て
見
せ
た
。

　

余
談
で
す
が
、
磯
田
氏
は
、
本
書
の
中
で
「
東
京
・
谷
中
の
瑞
輪
寺
で
妻
の
祖
父
の
法
事
を
済
ま
せ
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
に
、
日
輝
は
金
沢
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
日
輝
は
九
歳
で
慈
雲
寺
日
行
に
つ
い
て
出
家
し
ま
し
た
。
多
く
の
犠
牲
者
を

出
し
た
西
日
本
豪
雨
の
あ
っ
た
七
月
初
め
、
私
は
、
現
在
は
法
華
宗
真
門
流
の
こ
の
お
寺
へ
参
り
、
森
諦
円
住
職
の
歓
待
を
受
け
ま
し
た
。

日
輝
が
こ
の
師
の
も
と
に
い
る
こ
と
は
短
く
、
二
〇
〇
年
ほ
ど
前
の
新
寂
帳
を
手
に
も
っ
た
住
職
か
ら
そ
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

日
輝
は
そ
の
後
、
妙
立
寺
日
雄
に
つ
い
て
修
行
し
ま
す
。
こ
の
日
、
台
風
の
影
響
に
よ
る
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
忍
者
寺
と
し
て
知
ら

れ
る
妙
立
寺
（
張
田
珠
潮
住
職
）
は
参
拝
者
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
前
田
家
祈
願
所
と
し
て
政
治
と
の
深
い
つ
な
が
り
を
、
そ
の
複
雑
な

建
築
構
造
に
よ
っ
て
現
在
ま
で
伝
え
て
い
る
こ
の
お
寺
は
、
若
い
日
輝
に
強
い
影
響
を
与
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
後
、
日
輝
は
日
雄
の
師
、
立
像
寺
日
静
に
よ
っ
て
未
来
を
嘱
望
さ
れ
ま
す
。
お
盆
の
準
備
の
さ
な
か
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
立
像
寺

住
職
福
井
清
周
師
は
快
く
迎
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

日
輝
の
ご
本
尊
、
書
簡
、
そ
し
て
新
居
日
薩
、
吉
川
日
鑑
、
小
林
日
昇
の
掛
軸
を
拝
し
、
つ
い
で
日
輝
着
用
の
麻
の
袈
裟
と
衣
を
手
に

と
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
私
は
二
〇
〇
年
前
に
生
き
た
日
輝
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
立
像
寺
日
静
の
援
助
に
よ
り
、
日
輝
は
山
科
檀
林
に
学
び
ま
し
た
が
、
一
七
、
八
歳
の
頃
、
深
草
瑞
光
寺
滞
在
中
の
本
妙
日
臨

に
出
会
い
ま
し
た
。
彼
は
、
そ
の
感
激
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。
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自己を問う（三原）

　
�　

本
妙
尊
之
説
仏
祖
之
底
意
に
か
な
ひ
申
べ
き
事
の
み
ニ
て
落
涙
致
候
事
も
多
々
御
座
候
、（『
臨
全
』
二
四
六
頁
）

　

日
輝
に
と
っ
て
日
臨
は
わ
ず
か
七
歳
年
長
の
師
で
し
た
が
、
受
け
た
影
響
は
大
き
な
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
結
果
的
に
は
二
人
の
姿

勢
に
は
大
き
く
違
う
所
も
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
日
輝
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

　

�　

或
ル
人
曰
ク
、
仏
縛
ヲ
脱
ス
レ
ド
モ
祖
縛
ヲ
脱
セ
ズ
。
祖
縛
ヲ
脱
ス
レ
ド
モ
自
縛
を
脱
セ
ズ
云
云
。
今
云
ク
三
縛
但
脱
ハ
尤
モ
難
シ
。

（『
充
洽
園
全
集
』〈
以
下
、
充
全
〉
四
─
三
五
八
頁
）

　

こ
の
よ
う
な
自
立
、
自
由
の
人
は
、
現
代
に
お
い
て
も
稀
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。『
庚
戌
雑
答
』
に
、

　

�　

立
正
安
国
論
ハ
当
時
既
ニ
其
ノ
用
ヲ
為
サ
ズ
。
況
ヤ
今
世
ニ
至
テ
全
ク
其
ノ
立
論
ノ
無
実
ヲ
見
ル
。
天
下
安
泰
ナ
ル
ハ
全
ク
武
徳
ニ

ヨ
レ
リ
。（『
充
全
』
四
─
三
七
二
頁
）

　

と
述
べ
た
一
節
に
は
、
最
初
私
は
大
変
驚
き
ま
し
た
。
私
は
、
金
沢
の
寺
町
や
東
山
、
そ
し
て
金
沢
城
や
兼
六
園
を
歩
き
な
が
ら
、
江

戸
時
代
の
金
沢
に
溢
れ
て
い
た
成
熟
し
た
文
化
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。
日
輝
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

　

�　

透
公
ノ
自
お
の
ず
か
ら

ガ
侭
。
導
公
ノ
不
解
ノ
妙
覚
等
。
今
時
ノ
所
用
ニ
ア
ラ
ズ
。
畢
竟
華
厳
宗
起
テ
後
。
荊
渓
ノ
説
天
台
ニ
過
ギ
。
真
言

宗
起
テ
宗
祖
ノ
説
前
代
ニ
超
過
セ
リ
。
儒
流
国
学
隆
盛
ニ
シ
テ
今
ノ
義
ヲ
成
ズ
。
此
レ
時
ノ
然
ラ
シ
ム
ル
故
也
。（『
充
全
』
四
─
三
六
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六
頁
）

　

日
輝
を
産
み
出
し
、
育
て
た
も
の
は
成
熟
し
、
し
か
も
江
戸
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
た
金
沢
と
い
う
土
地
柄
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
金
沢
か
ら
帰
っ
た
翌
日
の
七
月
六
日
の
朝
、
平
成
元
年
か
ら
平
成
七
年
に
い
た
る
一
連
の
オ
ウ
ム
事
件
を
起
こ
し
た
麻
原

死
刑
囚
ら
七
人
の
刑
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ウ
ム
事
件
に
つ
い
て
、
産
経
新
聞
編
集
局
長
・
井
口
文
彦
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。

　

�　

彼
ら
が
入
信
し
た
の
は
バ
ブ
ル
の
時
代
。
拝
金
風
潮
に
な
じ
め
ず
、
人
間
関
係
に
疲
れ
、
真
の
豊
か
さ
を
精
神
世
界
に
求
め
、
神
秘

体
験
を
売
り
に
し
た
オ
ウ
ム
に
集
ま
っ
た
。
が
、
俗
世
を
捨
て
選
ん
だ
世
界
は
、
実
際
は
俗
世
以
上
に
俗
だ
っ
た
。
学
歴
が
横
行
し
、

麻
原
死
刑
囚
の
寵
愛
を
得
よ
う
と
競
い
合
う
世
界
。
閉
鎖
空
間
で
洗
脳
さ
れ
、
救
済
と
信
じ
人
の
命
を
奪
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

�　

特
殊
な
者
で
は
な
く
、
ご
く
普
通
の
若
者
が
殺
人
者
に
仕
立
て
ら
れ
た
。
そ
こ
に
オ
ウ
ム
事
件
の
怖
さ
が
あ
る
。（
産
経
新
聞　

平

成
三
〇
年
七
月
七
日
）

　

オ
ウ
ム
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
ら
ゆ
る
宗
教
集
団
を
は
じ
め
、
会
社
な
ど
の
一
般
の
組
織
、
さ
ら
に
国
家
で
さ
え
も
オ
ウ
ム
に
み

ら
れ
た
怖
さ
を
は
ら
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
岡
田
尊
司
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

�　

宗
教
的
修
行
と
洗
脳
が
、
紙
一
重
の
行
為
で
あ
り
、
解
脱
も
洗
脳
も
、
そ
こ
で
起
き
て
い
る
こ
と
は
、
既
成
の
価
値
観
の
消
去
だ
と

い
う
点
で
は
共
通
す
る
の
で
あ
る
。（『
マ
イ
ン
ド
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
』
文
春
新
書　

二
〇
一
六
）
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自己を問う（三原）

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
仏
縛
、
祖
縛
、
自
縛
を
脱
せ
よ
、
あ
る
い
は
あ
ら
ゆ
る
思
想
や
宗
教
は
そ
の
時
代
の
制
約
を
受
け

て
い
る
部
分
も
あ
る
と
い
う
日
輝
の
主
張
に
、
心
を
留
め
て
よ
い
か
と
思
う
の
で
す
。

　

さ
て
、
日
輝
は
禅
に
関
心
を
も
ち
肯
定
的
に
評
価
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

�　

禅
徒
ハ
教
ヲ
尋
ネ
ズ
唯
修
行
ヲ
専
ニ
ス
。
立
教
ノ
本
意
ニ
契
ヘ
リ
。（
略
）
本
宗
ノ
学
者
日
々
ニ
教
相
ヲ
論
ジ
テ
修
行
ヲ
進
メ
ズ
。

マ
タ
仏
祖
ノ
本
意
ニ
契
ハ
ズ
ト
云
ベ
シ
。（『
充
全
』
四
─
三
三
九
頁
）

　

立
像
寺
の
本
堂
に
向
か
っ
て
左
側
に
日
輝
の
墓
所
は
あ
り
ま
す
。「
そ
の
辺
り
に
充
洽
園
は
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
福
井
住
職
は

推
測
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
日
、「
礼
誦
儀
記
」
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
仏
道
を
、
日
輝
は
学
僧
と
と
も
に
歩
ん
で
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

日
輝
の
師
、
日
臨
は
述
べ
て
い
ま
す
。

　

�　

涌
出
品
ニ
（
略
）
常
行
頭
陀
事　

志
楽
於
静
処
ト
申
ハ
戒
ナ
リ
、
常
好
在
禅
定
ト
申
ハ
定
ナ
リ
、
従
無
数
劫
来　

修
学
修
智
恵
ト
申

ハ
恵
ナ
リ
、
本
化
ノ
自
行
ト
申
ハ
是
ナ
リ　
（『
臨
全
』
一
九
四
頁
）

　

今
日
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
と
い
わ
れ
る
も
の
は
、
私
た
ち
の
唱
題
正
行
の
中
に
自
ら
在
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
、
私
は
日

輝
の
墓
処
に
合
掌
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
向
か
っ
た
の
が
、
金
沢
城
の
近
く
に
あ
る
鈴
木
大
拙
館
で
す
。
案
内
を
お
願
い
し
た
学
芸
員
の
猪い
の

谷た
に

聡さ
と
し

氏
が
「
こ
こ
は
普
通

の
記
念
館
と
ち
が
っ
て
、
展
示
し
て
あ
る
も
の
は
少
な
く
、
し
か
も
、
そ
こ
に
は
説
明
が
な
く
…
…
」
と
恐
縮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
谷
口
吉
生
氏
が
設
計
し
た
広
大
な
空
間
は
、
ま
さ
に
「
無
」「
空
」、
そ
し
て
「
自
己
」
と
出
会
う
た
め
の
場
で
し
た
。
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私
は
、
五
〇
年
ほ
ど
前
に
、『
仏
教
の
大
意
』
を
読
ん
で
初
め
て
金
沢
に
生
ま
れ
た
鈴
木
大
拙
（
一
八
七
〇
─
一
九
六
六
）
に
ふ
れ
ま

し
た
。
大
拙
は
『
仏
教
の
大
意
』
に
述
べ
ま
す
。

　

�　

普
通
わ
れ
ら
の
生
活
で
気
の
つ
か
ぬ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
わ
れ
ら
の
世
界
は
一
つ
で
な
く
て
、
二
つ
の
世
界
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
う
し
て
こ
の
二
つ
が
そ
の
ま
ま
に
一
つ
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫　

二
〇
一
七
）

　

そ
の
後
、
日
輝
の
『
一
念
三
千
論
』
を
読
み
、
同
じ
こ
と
が
書
い
て
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
日
輝
は
「
自
身
是
仏
」「
即
心
是
仏
」「
本

来
即
仏
」（『
充
全
』
四
─
三
五
六
頁
）
を
観
じ
る
こ
と
が
仏
教
の
究
極
の
目
的
で
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
外
国
人

で
あ
る
と
い
う
鈴
木
大
拙
館
の
来
館
者
の
目
的
も
こ
の
よ
う
な
「
自
己
」
と
出
会
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
止
観
や
天
台
本
覚
論
の
研
究
で
引
用
さ
れ
る
『
立
正
観
抄
』
に
、
宗
祖
は
当
時
の
日
本
仏
教
を
論
評
し
て

　

�　

当
世
の
学
者
（
略
）
止
観
は
法
華
経
に
勝
り
禅
宗
は
止
観
に
勝
た
り
と
思
て
法
華
経
を
捨
て
て
止
観
に
付
き
止
観
を
捨
て
て
禅
宗
に

付
く
也
。（
定
遺
八
五
一
頁
）

　

と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
現
代
の
私
た
ち
が
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
を
問
う
こ
と
は
法
華
経
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
で
す
。

　

本
日
、
み
な
さ
ま
が
、
田
中
輝
美
先
生
と
蓑
輪
顕
量
先
生
の
講
演
に
接
し
、
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
通
し
て
、

あ
ら
た
め
て
「
自
己
」
を
考
え
「
自
己
」
と
出
会
う
機
縁
と
な
る
こ
と
を
お
願
い
し
て
、
基
調
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。
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